
開館時間：9:30～16:30（10/5は11:00開館）　休館日：月曜日（10/14、11/4は開館）、11月17日（日）は臨時休館
入館料：一般・大学生400円、中高生300円、小学生200円　（20名以上の団体20%引き）　※  小・中学生は土曜日無料
主催：一般財団法人清水港湾博物館（フェルケール博物館）　　協力：青森県立美術館、株式会社タミヤ
後援：静岡県教育委員会、静岡市教育委員会、朝日新聞静岡総局、NHK静岡放送局、毎日新聞静岡支局、読売新聞静岡支局、産経新聞静岡支局、静岡新聞社・静岡放送、中日新聞東海本社
協賛：　　　　　　　 鈴与㈱、鈴与商事㈱、鈴与建設㈱、鈴与自動車運送㈱、SSKセールス㈱、鈴与マテリアル㈱　他グループ各社



 関連イベント
　
ギャラリートーク
講師：青森県立美術館学芸員

日時：10月5日（土）　13:30～14:30

場所：展示室

聴講料：入館料に含まれます。

ワークショップ
「あおもり犬をつくろう」
樹脂粘土を使って「あおもり犬」を作ります。

講師：青森県立美術館エデュケーター

日時：10月26日（土）9:30～12:00、13:30～16:00

場所：フェルケール博物館会議室

定員：各回30名

料金：500円（材料費）

出前ワークショップ
「青森のおやつ：食べて作ろう！」
「いもくじ」「バナナ最中」「りんご」「くじらもち」……、

青森のおやつを食べながら、タミヤの「デコレーションシ

リーズ」でその立体物を作ります。

日時：10月27日（日）　13:30～16:00

講師：青森県立美術館エデュケーター

会場：静岡ホビースクエア

　　（静岡市駿河区南町18-1 サウスポット静岡3F）

定員：20名

料金：1,000円（材料費）

協力：株式会社タミヤ

※ ワークショップに参加ご希望の方は

　 博物館（054-352-8060）までお申し込みください。

本州最北端の地「青森」。この北の大地

からは、いわゆる「芸術」の枠組みに収

まりきれない多彩な才能が生まれ、時代

の表現を大きく変えてきました。神仏像

や美人画に独特の様式を打ち立てた棟方

志功、写真界のミレーと称される小島一

郎、ウルトラ怪獣の産みの親である成田

亨、文学、演劇、映画と多方面で活躍し

た寺山修司、そして若い世代の圧倒的支

持を集める奈良美智など。本展はそうし

た東北、青森の風土が育んだ芸術的特質

を、青森県立美術館のコレクションをと

おして紹介するものです。

また高い評価を受けている青森県立美術館

の建築やヴィジュアルアイデンティティ、

スタッフユニフォームなどを含め、青森

県立美術館の魅力にも迫ります。

 会場・お問合せ先

〒424-0943

静岡県静岡市清水区港町2丁目8-11

TEL　054-352-8060　FAX　054-352-9095

Email　ver-m-szy@po2.across.or.jp

www.suzuyo.co. jp/suzuyo/verkehr
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弘子／ 3 成田亨《カネゴン決定稿》1965年　ペン、水彩・紙　34.5×22.2cm　©成田流里 ／ 4 横尾忠則《天井桟敷定期会員募集》1967年　紙・シルクスクリーン　
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